
【
問
】
中
野
市
長
は
「
人
づ
く
り
」
を
政

策
の
柱
に
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
市
政
を
推
進

さ
れ
、
今
年
は
市
制
施
行
六
十
周
年
の

記
念
の
年
と
な
る
。
今
回
の
施
政
方
針

並
び
に
予
算
大
綱
編
成
に
は
、
市
長
公

約
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、
市
民
福

祉
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。

そ
こ
で
①
十
五
年
度
予
算
で
特
に
留
意

し
た
点
②
地
方
財
政
計
画
な
ど
国
の
方

針
を
踏
ま
え
て
の
財
源
の
確
保
と
財
政

の
健
全
性
へ
の
考
え
③
現
行
の
行
政
改

革
推
進
計
画
の
内
容
と
成
果
④
第
四
次

総
合
計
画
の
最
後
の
三
年
間
に
新
規
事

業
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
⑤
市
民
意

識
調
査
で
の
防
災
へ
の
意
識
の
低
さ
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
応

―
に
つ
い
て

伺
う
。

【
答
】
①
国
の
予
算
編
成
や
地
方
財
政
計

画
を
踏
ま
え
、
豊
川
市
の
将
来
を
見
通

し
た
施
策
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
緊
急

の
課
題
で
あ
る
防
災
対
策
、
市
制
六
十

周
年
記
念
事
業
な
ど
に
留
意
し
た
②
国

の
方
針
を
踏
ま
え
、
国
県
補
助
金
や
有

利
な
地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
財
源
確

保
に
努
め
、
歳
出
は
、
人
件
費
、
消
費

的
経
費
の
削
減
な
ど
徹
底
し
た
見
直
し

を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
た

③
六
つ
の
重
点
項
目
に
公
共
工
事
の
コ

ス
ト
縮
減
、
市
役
所
組
織
の
見
直
し
を

始
め
百
七
十
一
件
を
実
施
し
、
経
費
で

は
二
十
五
億
七
千
万
円
が
削
減
で
き
た

④
新
規
事
業
は
、
毎
年
度
見
直
し
を
行

う
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
、
優
先
度

を
判
断
し
て
新
た
な
位
置
づ
け
を
行
う

こ
と
は
可
能
と
な
る
⑤
昨
年
、
市
内
の

自
主
防
災
会
の
代
表
で
組
織
す
る
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
そ
こ

で
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
実
践
的
な

防
災
訓
練
な
ど
を
議
論
し
て
い
く
。

【
問
】
我
が
国
の
食
料
自
給
率
が
低
下
し

た
原
因
と
し
て
は
、
国
内
生
産
の
減
少

に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
長
期
な
要
因

と
し
て
は
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
①
遊
休
農
地

の
増
加
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
重
量
野

菜
生
産
の
減
少
と
い
っ
た
農
業
を
取
り

巻
く
低
下
現
象
の
中
、
今
後
農
業
形
態

等
い
か
に
対
処
す
る
の
か
②
学
校
教
育

の
場
に
お
け
る
学
校
給
食
や
総
合
学
習

の
時
間
等
を
利
用
し
た
取
り
組
み
状
況

③
学
校
給
食
に
お
け
る
、
安
心
・
安
全

な
地
場
農
作
物
の
食
材
へ
の
取
り
組
み

状
況

―
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
昨
年
策
定
し
た
「
い
き
い
き
農

業
プ
ラ
ン
・
食
と
農
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
戦
略
」
で
は
後
継
者
の
育
成
を
図
り
、

高
齢
者
農
家
の
労
働
負
荷
軽
減
の
た
め

に
、
作
業
受
託
組
織
の
活
用
や
作
業
効

率
の
向
上
と
適
正
規
模
の
農
地
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
土
地
利
用
集
積
の
推

進
を
図
り
、
遊
休
農
地
の
削
減
を
目
指

す
。
ま
た
減
農
薬
栽
培
や
有
機
栽
培
の

推
進
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
農
畜
産

物
の
生
産
に
よ
り
、
消
費
者
と
生
産
者

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
地
域
農
業
の

活
性
化
を
目
指
す
②
保
健
の
授
業
で
は

食
品
の
栄
養
と
健
康
に
つ
い
て
。
家
庭

科
で
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
食
品
の
安
全

性
に
つ
い
て
。
社
会
科
で
は
食
品
の
産

地
や
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
。
総
合
的

な
学
習
で
は
、
稲
作
や
野
菜
作
り
を
体

験
。
と
い
っ
た
事
を
学
ん
で
い
る
③
豊

川
産
は
約
十
㌫
、
東
三
河
産
は
約
一
三

㌫
、
県
内
産
の
合
計
は
約
四
〇
㌫
。
市

内
産
の
野
菜
で
品
目
別
に
構
成
比
の
高

い
主
な
も
の
は
、
葉
ネ
ギ
の
五
三
㌫
を

筆
頭
に
大
根
、
里
芋
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ

ュ
ウ
リ
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

15年度施政方針と�
　　予算大綱について�
15年度施政方針と�
　　予算大綱について�

「食」と「農」�
　　　　について�
「食」と「農」�
　　　　について�

3月定例会では、2月26日と27日の2日間にわたり、
10名の議員から、市政全般についての市の考え方や方
針をただす一般質問が行われました。主な質問と答弁
の要旨は、次の通りです。

市政のここが聞きたい！�

①地方財政計画
内閣が毎年作成する翌年度の地方公共団体の歳入歳出の

総額の見込み額で、一般にも公表される。
この計画は、地方財源の補償を行い、個々の地方公共団

体の行財政運営の指針となり、同時に国の施策の指針とも
なる。平成14年度は87.6兆円、15年度は86.2兆円であった。

①
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【
問
】
市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
大
勢
の
市
民
が
参
加
し
、

市
民
の
活
力
が
わ
き
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
期

待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
事
業
数
と
事

業
費
、
メ
イ
ン
と
な
る
事
業
並
び
に
六

十
周
年
記
念
事
業
市
民
会
議
で
出
さ
れ

た
意
見
と
そ
の
反
映
を
伺
う
。

【
答
】
事
業
数
は
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事
業

と
民
間
ソ
フ
ト
事
業
を
合
わ
せ
四
十
事

業
、
事
業
費
は
継
続
事
業
を
除
い
た
新

規
事
業
等
で
約
一
億
四
千
四
万
円
で
あ

る
。
記
念
事
業
を
市
民
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
確
立
の
出
発
点
と
し
て
、
新

時
代
を
築
い
て
い
く
決
意
を
市
民
と
共

に
確
認
す
る
機
会
と
し
た
い
。

メ
イ
ン
と
な
る
事
業
は
、
全
国
童

謡
・
唱
歌
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番

組
「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」
の

開
催
な
ど
豊
川
市
を
全
国
に
発
信
す
る

事
業
、
赤
塚
山
公
園
宮
池
エ
リ
ア
整
備

と
諏
訪
川
線
「
童
謡
の
み
ち
」
の
オ
ー

プ
ン
な
ど
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
意
識

し
た
事
業
、
キ
ュ
パ
ー
テ
ィ
ノ
市
と
の
姉

妹
都
市
四
半
期
を
記
念
し
て
相
互
に
使

節
団
を
派
遣
す
る
国
際
交
流
事
業
な
ど

を
行
い
、
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

次
に
、
市
民
会
議
で
は
市
民
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
、
協
賛
事
業
の
追
加
な
ど

の
要
望
が
あ
り
、
財
賀
寺
の
仁
王
様
の

童
謡
を
歌
う
会
、
佐
奈
川
さ
く
ら
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
、
愛
知
ホ
タ
ル
の
会
記
念

講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
追
加
し
た
。

【
問
】
文
化
財
観
光
拠
点
整
備
事
業
が
推

進
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
八
幡
地
区

に
お
い
て
は
、
国
分
尼
寺
跡
整
備
事
業

と
豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
が
隣

接
し
て
事
業
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
①
豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

整
備
計
画
及
び
進
捗
状
況
②
平
成
十
七

年
度
史
跡
公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
予
定

の
国
分
尼
寺
跡
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び

周
辺
整
備
計
画
③
国
分
寺
跡
・
国
分
尼

寺
跡
の
整
備
状
況
と
付
帯
施
設
計
画
―

に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
施
工
期
間
は
平
成
七
年
か
ら
二

十
三
年
ま
で
で
、
地
区
面
積
は
、
九

十
・
五
㌶
、
総
事
業
費
は
百
六
十
四
億

六
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
四

年
度
末
の
進
捗
状
況
と
し
て
は
、
約
三

十
㌶
の
造
成
工
事
が
終
了
し
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
進
捗
率
は
約
三
〇
㌫
と
な
っ

て
い
る
②
史
跡
公
園
へ
の
進
入
路
と
な

る
市
道
八
幡
忍
地
五
号
線
と
市
道
小
柳

忍
地
二
号
線
に
つ
い
て
は
整
備
が
終
了

し
て
い
る
が
、
バ
ス
の
通
行
を
考
慮
す

る
と
一
部
で
は
側
溝
の
付
け
替
え
等
の

改
修
が
必
要
と
考
え
て
い
る
③
指
定
地

域
約
四
万
平
方
㍍
の
う
ち
約
四
〇
㌫
、

約
一
万
六
千
平
方
㍍
の
用
地
買
収
が
終

了
し
、
史
跡
国
分
尼
寺
跡
保
存
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
十

六
年
度
の
五
カ
年
で
整
備
を
進
め
、
現

在
は
中
核
施
設
の
中
門
と
回
廊
の
一
部

実
物
大
復
元
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し
、
今

後
植
栽
等
の
工
事
を
進
め
、
平
成
十
七

年
度
春
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

【
問
】
第
四
次
豊
川
市
総
合
計
画
（
平
成

八
年
度
か
ら
十
七
年
度
）
の
う
ち
十
五

年
度
か
ら
同
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る

十
七
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
こ
で
①
総
合
計
画
前
半
の

十
二
年
度
ま
で
に
完
了
し
た
主
な
施
策

②
総
合
計
画
全
体
の
進
捗
状
況

―
に

つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
ハ
ー
ド
事
業
の
主
な
も
の
は
、

豊
川
駅
橋
上
駅
舎
整
備
事
業
を
始
め
豊

川
駅
周
辺
整
備
、
ゆ
う
あ
い
の
里
の
整

備
、
そ
し
て
新
図
書
館
の
建
設
や
野
外

活
動
施
設
の
整
備
等
が
あ
る
。
ソ
フ
ト

事
業
の
主
な
も
の
は
、
情
報
化
推
進
計

画
の
策
定
を
始
め
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画
の
策
定
、
そ
し
て
児
童
福
祉
計
画

や
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
等
が
あ

り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
合
わ
せ
て
三

十
二
事
業
が
完
了
し
て
い
る
②
事
業
計

画
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
総
数
四
百
二

十
一
事
業
の
う
ち
、
三
百
八
十
一
事
業
、

率
に
し
て
九
〇
・
五
㌫
が
推
進
さ
れ
て

お
り
、
う
ち
完
了
し
た
も
の
が
十
一
事

業
、
現
在
推
進
中
の
も
の
は
三
百
七
十

事
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
「
い
き
い
き
交
流
コ
ア
構
想
」
か
ら

の
六
つ
の
構
想
の
中
で
の
三
十
二
の
重

点
実
施
事
業
の
う
ち
、
二
十
七
事
業
が

完
了
ま
た
は
推
進
中
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
策
定
時
に
想
定
し
た
財
政

状
況
が
、
そ
の
後
の
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
り
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

部
分
が
あ
る
も
の
の
、
計
画
は
お
お
む

ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
今
後
三
年

間
も
、
引
き
続
き
計
画
通
り
推
進
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

国分尼寺跡史跡公園と�
　　西部土地区画整理事業について
国分尼寺跡史跡公園と�
　　西部土地区画整理事業について

市制施行60周年�
　　記念事業について
市制施行60周年�
　　記念事業について

②

②いきいき交流コア構想
第４次豊川市総合計画の六つの主要プロジェクトの内の

一つ。
生活、経済の拠点となる諏訪、豊川駅周辺、国府地区に

ついて、それぞれの機能分担とまちづくりの方向性を明確
にし、その実現のための施策を展開するとしている。

第４次総合計画の�
　　進捗状況について�
第４次総合計画の�
　　進捗状況について�
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【
問
】
平
成
十
二
年
度
よ
り
介
護
保
険
制

度
が
始
ま
り
、
五
年
を
一
期
と
し
た
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
運

営
を
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
①
第
一
期

計
画
（
平
成
十
二
か
ら
十
四
年
）
の
事

業
の
総
括
②
要
介
護
認
定
モ
デ
ル
事
業

の
実
施
状
況
と
痴
呆
症
の
評
価
判
定
③

介
護
報
酬
の
見
直
し
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
業
務
評
価
へ
の
影
響
④
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
ち
と
施

設
整
備
計
画

―
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
保
険
給
付
の
決
算
状
況
は
、
執

行
率
が
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
か
ら
は
、
介
護
保
険
事

業
へ
の
満
足
度
も
高
い
と
判
断
で
き
る

な
ど
、
全
体
で
は
、
お
お
む
ね
順
調
と

考
え
る
②
昨
年
十
一
月
に
五
十
五
件
を

対
象
に
実
施
し
、
改
定
版
一
次
判
定
ソ

フ
ト
で
は
、
特
に
軽
度
と
判
定
さ
れ
た

者
が
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
痴
呆
症
の

評
価
判
定
は
、
一
次
判
定
結
果
表
に
痴

呆
の
点
が
表
示
さ
れ
、
二
次
判
定
で
は

痴
呆
症
を
重
視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

③
介
護
報
酬
は
一
七
・
一
㌫
の
増
で
一

本
化
さ
れ
、
新
た
に
加
算
と
減
算
が
導

入
さ
れ
た
。
在
宅
で
の
介
護
を
続
け
て

い
く
努
力
は
評
価
し
、
業
務
を
怠
っ
た

場
合
は
厳
し
い
評
価
に
な
る
と
考
え
る

④
施
設
は
市
内
に
二
カ
所
あ
り
、
そ
の

待
機
者
は
、
市
内
高
齢
者
で
二
百
二
十

三
人
だ
が
重
複
も
あ
る
。
施
設
整
備
計

画
は
、
国
の
整
備
目
標
か
ら
も
十
九
年

ま
で
に
も
う
一
カ
所
必
要
と
考
え
る
。

【
問
】
完
全
学
校
週
五
日
制
と
新
学
習
指

導
要
領
が
実
施
さ
れ
一
年
に
な
る
。
そ

こ
で
①
「
わ
か
る
授
業
」「
生
き
る
力
」

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」「
豊
か
な
心

を
育
て
る
教
育
」
に
つ
い
て
の
展
開
と

成
果
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
自
己
評

価
②
積
極
的
な
教
師
を
行
政
が
表
彰
す

る
考
え
③
指
導
力
不
足
の
教
師
の
状
況

と
対
応

―
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
「
わ
か
る
授
業
」
と
し
て
は
、

す
べ
て
の
学
校
で
少
人
数
教
室
を
実
施

し
た
。「
生
き
る
力
」
に
つ
い
て
は
、
子

供
た
ち
が
主
体
性
を
も
っ
て
郷
土
の
歴

史
な
ど
を
学
ん
だ
総
合
的
な
学
習
を
実

施
し
た
。「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
は
、

地
域
の
人
た
ち
も
参
加
し
た
学
校
の
日

を
実
施
し
た
。「
豊
か
な
心
を
育
て
る
教

育
」
は
、
心
理
教
育
相
談
室
の
充
実
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
し

た
。
一
部
で
は
学
校
行
事
の
日
程
調
整

が
難
し
く
な
っ
た
が
、
児
童
生
徒
の
地

域
活
動
へ
の
参
加
が
増
え
、
お
お
む
ね

好
評
と
判
断
し
て
い
る
②
現
在
は
実
践

記
録
や
論
文
の
優
秀
者
を
表
彰
す
る
制

度
が
あ
り
人
事
登
用
に
も
関
連
し
て
い

る
。
新
た
な
観
点
か
ら
表
彰
す
る
方
法

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
と
め
る

③
指
導
力
不
足
と
さ
れ
た
教
員
は
本
市

に
は
い
な
い
も
の
の
、
従
来
の
県
教
委

主
催
の
研
修
の
ほ
か
に
、
市
独
自
の
実

技
的
・
体
験
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
、

心
と
体
で
教
師
と
し
て
必
要
な
も
の
を

つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
研
修
を
設
定
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
修
学
旅
行
は
、
中
学
校
三
年
間
の

学
習
と
生
活
の
集
大
成
で
あ
り
、
生
徒

に
は
心
躍
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
生
徒
の
日
々
の
生
活
に
自
信
と

成
就
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
中
学
二
年
生
が
国
立
少
年

自
然
の
家
を
利
用
し
、
三
泊
四
日
の
野

外
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
活
動

内
容
を
事
前
に
学
習
し
て
こ
そ
充
実
感

が
味
わ
え
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
①
修

学
旅
行
に
対
す
る
体
験
学
習
の
効
果
②

体
験
の
場
と
し
て
の
市
の
援
助
③
体
験

学
習
を
実
施
す
る
場
合
の
安
全
確
保
④

野
外
教
育
活
動
を
行
う
上
で
の
総
合
学

習
の
利
用
方
法

―
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
修
学
旅
行
は
、
事
前
、
事
後
の

学
習
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
総
合

学
習
を
利
用
し
、
事
前
の
計
画
、
依
頼
、

交
渉
な
ど
を
生
徒
が
行
う
こ
と
で
、
社

会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
事
後
に
は
礼
状
を
出
し

た
り
も
す
る
②
援
護
・
準
援
護
家
庭
に

は
、
小
遣
い
を
除
い
て
費
用
の
全
額
を

補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
修
学
旅
行
先

と
一
、
二
年
生
の
残
る
学
校
の
両
方
に

養
護
教
諭
を
と
の
声
が
あ
り
、
今
後
検

討
し
て
い
く
③
宿
泊
先
の
衛
生
管
理
は
、

現
地
の
保
健
所
へ
確
認
し
、
救
急
病
院

の
手
配
も
旅
行
業
者
と
綿
密
に
行
っ
て

い
る
。
最
近
の
班
別
行
動
に
は
、
携
帯

電
話
や
ポ
ケ
ベ
ル
を
持
た
せ
た
り
、
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
い
る
④
総
合
学
習
を
利
用
し
、

信
州
高
遠
の
自
然
や
歴
史
な
ど
を
事
前

に
調
べ
、
そ
の
結
果
、
そ
ば
打
ち
や
い

か
だ
下
り
な
ど
の
体
験
を
取
り
入
れ
る

学
校
も
現
れ
て
い
る
。

介護保険制度の�
　　現状と今後について�

�
介護保険制度の�
　　現状と今後について�

�

�
学校週５日制・総合学習に対する�
　　学校行事のあり方について�

�
学校週５日制・総合学習に対する�
　　学校行事のあり方について�

完全学校週５日制と�
　　新学習指導要領について�
完全学校週５日制と�
　　新学習指導要領について�

市議会を傍聴しましょう
本会議や委員会は、議会事務局で簡単な手続き（住所、氏名等のご記入）を

していただければ傍聴することができます。
次期定例会は、6月上旬からの予定です。
詳しくは、議会事務局（189－2150）へ

豊川市議会だより 平成15年6月1日 !0



【
問
】
障
害
者
授
産
施
設
は
、
待
機
者
も

多
く
、
増
設
や
民
間
の
小
規
模
作
業
所

の
育
成
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ

で
①
授
産
施
設
の
増
設
②
小
規
模
作
業

所
へ
の
支
援
・
育
成
状
況
と
待
機
者
状

況
③
親
の
会
の
運
営
に
よ
る
小
規
模
作

業
所
に
対
し
て
も
県
補
助
制
度
の
窓
口

を
開
く
考
え

―
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
①
市
内
の
認
可
授
産
施
設
あ
け
ぼ

の
作
業
所
に
は
、
市
内
在
住
者
の
六
十

七
人
が
通
所
し
、
他
の
二
十
人
が
市
外

の
授
産
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
近
隣
市
町
の
施
設

を
広
域
的
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
あ

す
な
ろ
の
家
な
ど
の
小
規
模
授
産
施
設

等
を
利
用
し
な
が
ら
障
害
者
施
設
へ
の

入
所
希
望
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
市

が
授
産
施
設
を
増
設
す
る
考
え
は
も
っ

て
い
な
い
②
市
単
独
の
心
身
障
害
者
小

規
模
授
産
施
設
運
営
費
補
助
は
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
・
ど
ん
ぐ
り
の
会
に
百
二
十
六

万
三
千
円
の
補
助
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
育
成
会
の
ど
ん
ぐ

り
の
会
・
ピ
ュ
ア
ス
マ
イ
ル
に
対
し
、

東
西
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
活

動
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
待
機

者
の
状
況
は
、
あ
け
ぼ
の
作
業
所
が
三

十
人
、
市
の
小
規
模
授
産
施
設
あ
す
な

ろ
の
家
が
七
人
で
あ
る
が
、
一
部
の
待

機
者
が
重
複
し
て
い
る
③
県
の
補
助
制

度
は
、
事
業
実
施
主
体
が
市
町
村
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
・
ど
ん

ぐ
り
の
会
は
県
の
補
助
対
象
と
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
県
の
補
助
制
度
は
、

小
規
模
授
産
施
設
へ
の
補
助
を
行
い
、

将
来
的
に
認
可
授
産
施
設
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
今
後
と

も
知
的
障
害
者
育
成
会
な
ど
関
係
団
体

の
考
え
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
市
の
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
国
と
地
方
自
治
体
は
、
支
援
費
制

度
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、

現
在
、
最
終
的
な
調
整
段
階
に
入
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
現
状
に
お
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
状
況
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
①
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
が
、
制
限
な
く
申
請
や
利

用
で
き
る
こ
と
へ
の
考
え
②
利
用
者
負

担
へ
の
影
響
及
び
国
に
対
し
負
担
基
準

の
抜
本
的
な
見
直
し
や
利
用
料
の
減
免

制
度
の
創
設
を
求
め
て
い
く
考
え
③
支

給
決
定
、
利
用
料
負
担
の
設
定
な
ど
の

権
限
が
与
え
ら
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
と
対
応

―
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
】
①
支
援
費
制
度
は
、
障
害
者
が
自

ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
、
障
害
者
の

自
己
決
定
が
尊
重
さ
れ
、
利
用
者
本
位

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
制
限
等
は
制

度
に
合
わ
ず
、
民
間
の
施
設
整
備
へ
の

支
援
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
開
拓

な
ど
の
情
報
提
供
が
重
要
と
考
え
る
②

知
的
障
害
者
の
入
所
更
生
施
設
等
は
、

日
用
品
費
が
控
除
対
象
外
と
な
る
た
め

負
担
増
と
な
る
。
居
宅
生
活
支
援
で
は
、

負
担
額
の
基
準
が
多
少
変
わ
る
の
で
、

負
担
増
と
な
る
方
も
い
る
が
、
大
半
は

変
更
が
な
い
か
、
減
額
と
な
る
。
次
に
、

国
へ
の
要
望
等
は
、
現
状
は
支
援
費
制

度
の
実
施
状
況
を
見
守
る
こ
と
と
し
、

出
す
考
え
は
な
い
③
支
援
費
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
支
給
決
定
等
に

お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
業
務
が

重
要
と
考
え
る
。
職
員
研
修
等
に
よ
る

資
質
の
向
上
、
調
査
決
定
に
は
複
数
の

職
員
で
対
応
す
る
な
ど
、
制
度
移
行
に

万
全
を
期
し
て
対
応
し
て
い
く
。
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